
8

釜石市
大船渡市

仙台市青葉区

いわき市

南相馬市

石巻市

誰
よ
り
も
早
く
救
助
・
救
援
の
道
を
啓ひ
ら
い
た
！

被
災
３
県
の
地
元
建
設
業
者
に
よ
る

震
災
時
の
知
ら
れ
ざ
る
功
績
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03 震災対応

岩手県

　
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
。

あ
の
時
、
消
防
や
自
衛
隊
が
被
災
地
に

入
る
前
、
瓦
礫
で
ふ
さ
が
れ
た
道
を
切

り
啓
き
、
車
が
通
れ
る
よ
う
応
急
復
旧

（
道
路
啓
開
※
）に
力
を
尽
く
し
た
の

は
地
元
の
建
設
会
社
で
し
た
。

　
実
際
に
現
地
で
作
業
を
行
っ
た
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
県
の
建
設
業
者
６
社

に
当
時
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  

株
式
会
社
青
紀
土
木        

釜
石
市

 

社
屋
が
津
波
の
被
害
に
。

震
災
３
日
目
か
ら
復
旧
作
業

甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
釜
石
市
。

同
社
も
社
屋
が
津
波
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
岩
手
県
と
、
同
社
が
加
入
す
る
岩

手
県
建
設
業
協
会
が
防
災
協
定
を
結
ん
で

い
た
た
め
、
震
災
３
日
目
に
は
道
路
啓
開
作

業
を
開
始
。「
会
社
に
あ
っ
た
車
や
重
機
は

使
い
物
に
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
た
ま

た
ま
津
波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
新
日
鐵

（
現
・
新
日
鐵
住
金
）釜
石
製
鉄
所
で
も
作

業
を
行
っ
て
い
て
、
一
部
の
重
機
と
車
が
無

事
だ
っ
た
の
で
す
」（
青
木
代
表
取
締
役
）。

連
絡
手
段
は
通
信
設
備
が
復
旧
す
る
ま

で
は
徒
歩
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
遺
体
捜
索

を
し
な
が
ら
瓦
礫
撤
去
を
行
い
、作
業
は
震

災
か
ら
半
年
以
上
経
た
同
年
10
月
ま
で
続

き
ま
し
た
。

震
災
当
夜
、復
旧
作
業
依
頼
。

重
機
は
流
さ
れ
た
が
、人
員
協
力
で

大
船
渡
市
も
津
波
の
被
害
が
大
き
か
っ

た
地
域
。
高
台
に
あ
っ
た
本
社
屋
は
無
事
で

し
た
が
、低
地
に
あ
っ
た
資
材
倉
庫
は
重
機

も
含
め
、
す
べ
て
流
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

震
災
の
夜
、午
前
１
時
半
に
、同
社
社
長
の

自
宅
へ
市
役
所
の
担
当
者
が
歩
い
て
訪
ね
、

人
と
機
械
を
集
め
て
国
道
45
号
の
復
旧
作

業
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
。「
重
機

は
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
人
員
を
出
し

ま
し
た
。啓
開
作
業
に
は
当
社
の
ほ
か
地
元

建
設
業
社
７
社
が
協
力
。
不
眠
不
休
で
作

業
し
ま
し
た
」（
金
野
代
表
取
締
役
）。
そ
の

後
、
大
船
渡
湾
か
ら
の
資
材
荷
揚
げ
の
た

め
、
港
か
ら
続
く
県
道
の
啓
開
作
業
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

株
式
会
社
明
和
土
木     

大
船
渡
市

※道路啓開……緊急車両などが通行できる状態にするため、1車線でも通れるよう、早急に最低限
の瓦礫処理を行い、簡易な段差修正により救援ルートを啓くこと。

釜石市内の商店街。多数の重機が入
り、緊急車両が通行できる車線の確
保を行った。

重機を持つ他社と協力して復旧作業に当
たった。

I W A T E
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宮城県

福島県

３
日
か
け
た
道
路
啓
開
作
業
。

自
衛
隊
の
救
助
活
動
が
始
ま
る

同
社
は
、震
災
の
翌
朝
に
は
主
要
道
路
の

段
差
部
分
に
土
の
う
を
並
べ
、
安
全
に
通
行

出
来
る
よ
う
応
急
処
置
を
行
い
ま
し
た
。さ

ら
に
東
北
地
方
整
備
局
職
員
よ
り
、
南
三

陸
町
戸
倉
地
区
か
ら
志
津
川
へ
至
る
国
道

45
号
の
啓
開
作
業
要
請
が
。「
現
地
は
津
波

に
よ
る
瓦
礫
で
人
も
通
れ
な
い
状
態
。
撤
去

中
は
ご
遺
体
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
り
、
重

機
の
扱
い
も
慎
重
に
行
い
ま
し
た
」（
佐
藤
常

務
取
締
役
）。
３
日
後
、
啓
開
作
業
を
終
え

た
道
路
か
ら
自
衛
隊
が
次
々
と
戸
倉
方
面

に
現
地
入
り
し
、
本
格
的
な
救
助
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
撤
収
の
際
に
は
地
元
の
方

か
ら
感
謝
の
声
を
も
ら
い
、
建
設
業
の
果
た

す
役
割
を
実
感
し
た
と
の
こ
と
。

ま
た
他
県
へ
の
燃
料
輸
送
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
を
入
れ
る
携
行
缶
や
汲
み
取
る
ポ
ン
プ

な
ど
の
物
資
も
足
り
ず
、
非
常
に
苦
労
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

  

株
式
会
社
橋
本
店    

仙
台
市
青
葉
区

 

発
災
１
時
間
後
に
は
橋
の
修
繕
へ
。

一
時
期
は
社
屋
が
仮
避
難
所
に

同
社
は
震
災
発
生
の
１
時
間
後
に
は
、鳴

瀬
川
・
北
上
川
に
架
か
る
橋
の
通
行
止
め
と

簡
易
な
段
差
修
正
作
業
に
着
手
。「
石
巻
市

は
こ
の
２
つ
の
川
に
挟
ま
れ
て
い
る
の
で
、橋

が
通
れ
な
い
と
大
き
く
う
回
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
東
北
地
方
整
備
局
職
員
か
ら

の
依
頼
で
、消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る
救
助
活

動
の
た
め
に
、す
ぐ
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
」

（
佐
藤
取
締
土
木
部
長
）。

ま
た
同
社
は
緊
急
避
難
所
に
も
な
り
、40

名
ほ
ど
の
方
が
避
難
。
さ
ら
に
、石
巻
市
か

ら
土
葬
用
の
穴
を
掘
る
依
頼
を
受
け
ま
し

た
。「
穴
を
掘
っ
て
埋
め
る
。
火
葬
の
段
取

り
が
つ
い
た
ご
遺
体
を
掘
り
起
こ
す
。
辛
い

作
業
で
し
た
が
、
重
機
に
慣
れ
た
私
ど
も
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
」。

  

株
式
会
社
丸
本
組           

石
巻
市

 

支
部
会
員
各
社
と
行
っ
た
復
旧
。

瓦
礫
撤
去
に
は
精
神
的
な
負
担
も

同
社
代
表
の
長
谷
川
氏
は
福
島
県
建
設

業
協
会
い
わ
き
支
部
の
支
部
長
も
務
め
て

い
ま
す
。
会
員
各
社
が
行
っ
た
啓
開
作
業
を

含
め
た
応
急
復
旧
工
事
は
震
災
直
後
か
ら

の
３
日
間
だ
け
で
も
約
60
〜
70
ヵ
所
に
及
び

ま
し
た
。「
緊
急
時
の
委
託
工
事
契
約
を
市

と
結
ん
で
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
復
旧
工
事
に

入
り
ま
し
た
。道
路
と
橋
の
段
差
解
消
な
ど

の
工
事
を
行
い
ま
し
た
」（
長
谷
川
社
長
）。

啓
開
作
業
は
家
の
瓦
礫
を
取
り
除
き
な

が
ら
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
も
行
っ
た
と
の

こ
と
。
10
日
間
ほ
ど
の
作
業
で
は
、ご
遺
体

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
現
場
の
方
々

の
精
神
的
な
負
担
は
相
当
な
も
の
で
し
た
。

神
経
を
使
う
慣
れ
な
い
作
業
に
、
開
始
２
～

３
日
は
夜
も
眠
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

  

堀
江
工
業
株
式
会
社       

い
わ
き
市

 

原
発
事
故
後
の
警
戒
区
域
内
で
、

地
域
の
復
興
を
目
指
す

福
島
第
一
原
発
か
ら
20
㎞
圏
内
に
あ
る

同
社
は
、震
災
直
後
か
ら
自
主
的
に
地
域
の

被
害
状
況
を
県
に
報
告
し
ま
し
た
。翌
日
か

ら
県
と
市
の
委
託
を
受
け
、瓦
礫
の
撤
去
作

業
に
。
し
か
し
14
日
、３
号
機
が
水
素
爆
発
。

「
屋
内
退
避
命
令
が
出
ま
し
た
が
、
ま
だ
啓

開
作
業
中
。
関
係
機
関
に
確
認
し
、“
重
機

の
キ
ャ
ビ
ン
は
屋
内
”と
い
う
判
断
で
作
業

を
進
め
ま
し
た
」（
石
川
社
長
）。

現
在
は
海
岸
付
近
の
応
急
復
旧
を
手
が

け
、平
成
26
年
か
ら
始
ま
る
海
岸
の
堤
防
復

旧
を
目
指
し
て
い
ま
す
が「
福
島
は
原
発
の

影
響
で
、
ほ
か
の
地
域
よ
り
２
年
は
遅
れ
て

い
る
。
資
材
も
人
も
足
り
な
い
」。
平
成
25

年
５
月
、福
島
県
建
設
業
協
会
を
中
心
に
生

コ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
合
同
会
社
を
設
立
。
９
月

出
荷
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
。「
状

況
は
厳
し
い
が
、
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
が
頑
張
ら

な
け
れ
ば
」と
、
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

石
川
建
設
工
業
株
式
会
社  

南
相
馬
市

火葬場も被災したため仮埋葬を行った。ショベ
ルカーでの埋葬はしのびないということで、土
は遺族の方々にもかぶせていただき、共に心か
ら弔った。

津波により橋
脚から落ちた
線路を切断し
ながら撤去。

被害を受けた建物を解体。震災前は人が利用
していたものを瓦礫として処理することにやり
きれない思いも。

平成23年4月8日。避難指示発令
後、原発20km 圏内での初めての
作業。防護服に身を包み、十分に
打合せを行う様子。

M I Y A G I

F U K U S H I M A

着工前

完 了


